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1958年に千葉県で生まれ、大学卒業まで東京で生活。17歳
からスケートボードとサーフィンを始め18歳で初めて下田
にサーフトリップ。19歳の夏に白浜でアルバイトしサー
フィンにはまる。
大学では教職を目指していたがサーフィンが好き過ぎて5
年かかって卒業し、そのまま白浜に住み着きました。
1987年に独立。1991年からNSA（日本サーフィン連盟）役
員として活動。2011年から14年間理事長を務め、ISA（国
際サーフィン連盟）理事やアジアサーフィン連盟理事長、
JOC（日本オリンピック委員会）評議員・HPDとしても活
動、東京2020オリンピックではNF理事長を務めた。数多
くの国際大会でチームジャパンの代表・コーチをしました。
下田ではマリン用品の販売や宿泊施設を営業、地域社会や
NPO活動を通じてマリンスポーツの普及に努めています。

公益社団法人 日本サーフィン連盟相談役
酒井 厚志



サーファー＝仕事しない？
その誤解を解きましょう。
・

「サーファーの本来の姿は」

・サーフィンするために時間を使う
・集中力・継続力・精神の安定が高い傾向
・サーフィンできる働き方を求める志向

サーフィンのことを知ろう



幸せホルモンで幸福度UP
・朝日 × 運動 × 自然でセロトニンが大量分泌
・ストレスを軽減することが科学的に証明された
・浜辺の環境はセロトニンを最大化

朝のゴールデンタイム
・朝の2時間は脳の“ゴールデンタイム”
・世界の経営者の多くが早朝に仕事を開始
・朝型遺伝子の人は特にサーフィンと相性抜群

早朝サーフィンはいい事づくめ
朝一（コンディションのいい朝にサーフィンすること）

サーフィンのもたらす効果を知りましょう



・パドリング＝高負荷インターバル運動
・脳の処理能力が増強
・サーファーは意思決定力が高まりやすい

自然と集中力
・自然に5分触れるだけで集中力が回復
・浜辺は“自然 × 海 × 緑”が揃う最適環境
・脳科学的にも学習・記憶に良い

パドリングで思考能力向上



意志力が鍛えられるスポーツ
・毎回違う波＝脳が喜ぶ“非日常刺激”
・好奇心で意志力が増す
・チャレンジ精神が育つ

精神の安定
・海と向き合う時間が精神の安定を生む

サーフィンは「自然×運動×集中」で
体にも脳にもいいスポーツです。。



海のそばで生活したい

・仕事の形態の変化＝住む場所の自由
・海の価値を理解する人は海辺に移住
・下田は“海辺で働く街”のモデル都市

働き方の選択
・サーファーは自己管理能力が高い
・リモートワークと相性抜群
・スキル・資格取得でさらに道が広がる

勉強して能力を高めたり、資格を取れば働き方
の幅が広がり、どこにいても仕事ができます。

海辺で働くという生き方



下田の海の魅力

•美しい海の色: 白い砂浜と水質の良さにより、エメ
ラルドグリーンに輝く海が多くのビーチで広がって
います。

•多様なビーチ: サーフィンに適した外洋に面した
ビーチから、穏やかな入り江のビーチまで、様々な
タイプのビーチがあります。

•充実したアクティビティ: サーフィンはもちろん、
シュノーケリングやカヤックなど、マリンスポーツ
を楽しめるスポットが多数あります。

•アクセスの良さ: 東京から電車で約2時間半とアク
セスも良く、都心から来ることができる。



海外から見た下田の海

世界の旅行者が評価した日本のベスト
ビーチトップ10

世界最大の旅行口コミサイト トリップアドバイザー&旅行ガイドブックマップル

旅行なんてもランキング 日本編

ーーーー



•国内7位、でも本土では1位です。下田の海は海外から注目されています。



サーフシティ下田の未来

•サーフィンが人生を豊かにする科学的根
拠
•海辺で働くことが当たり前になる時代
•集中力・創造性・幸福度が最大化する街
•健康的な暮らし
•下田がアジアの“Surf Work Life”のモデ
ル都市になる



事例 1
亀田病院 千葉県の鴨川海岸にある総合病院です。国際
的認定証を取得し、Newsweekの世界ランキングで常に
上位にランクインしている。充実した高度医療体制、そ
して医師、スタッフが集まる病院として有名です。ス
タッフにサーファーが多いことでも有名です。サーフィ
ン部もあって毎年サーフィン大会も開催しています。
*鴨川市は人口約3万人の市です。病院関係者約3千人です。



鴨川市亀田病院



・年間を通じて安定した波があり、サーフタウンとして世界的に有名。
・大学（UC San Diego 等）がある文教地区としても知られる。
・多くのビーチが広い駐車場の前や近くに位置し、アクセスが容易。
・高級リゾート地としても人気が高く、治安が非常に良い。
・美しい景色とカリフォルニアらしい開放的なビーチカルチャーが融合し
ている。
・サーフィンは地元の生活文化として深く根付いている。
・パラサーフィン世界大会の開催地として有名で、ユニバーサルビーチと
して認識されている。
・多くの富裕層が住みたくなる街として高い評価がある。

事例 2
カリフォルニア サンディエゴ ラホヤ
ビーチ



ラホヤビーチ
バラサーフィンの世界大会で。
日本選手の勝利インタビューのシーンです。
ビーチ内はバリアフリーのマットが敷き詰めていて、自
由に移動できます。



ラホヤビーチ
駐車場から歩道・海岸。波打ち際ま
で車椅子などハンデのある方も自由
に移動が可能です。



ラホヤビーチ
ライフセーバーのタワーは一段高い
位置にあり、年間を通じて海の安全
を守っています。
タワー下には四駆のジープが待機、
波打ち際にはレスキュー用のジェッ
トも配備されています。



ラホヤビーチ
近くには大学があり、キャンパスが
公園のようです。



ラホヤビーチ
パラサーフィン世界大会の模様
オレンジのシャツの人たちはボランティアで
す。選手のサポートを積極的に行っています。
もちろんマリンスポーツ用の車椅子も配備。



ラホヤビーチ
ビーチサイドには緑の
多い公園があり、イベ
ントの会場や子供達の
遊び場になっています。



ラホヤビーチ

ラホヤと下田の共通点
世界中からお客さんが来る街
・年間を通じて安定した波があり、サーフタウンとし
て世界的に有名。
・サーフ文化があり、サーフィンのスペシャリストが
住む町。
・水質いい、綺麗な海岸線、景色いい
・多様な波とタイプの違った海岸
・大学や学校がある
・都心からのアクセス
・ユニバーサルビーチの取り組み
・高級リゾート地としても人気が高く、治安が非常に
良い。 下田市多々戸ビーチ



サーフシティ下田の未来へのメッセージ

•下田の海と自然は私たちの宝。守りながら生かすこ
とで、人が集まる魅力になる。
•サーファーや海を愛する人たちは、海のそばで暮ら
すことを求めている。
•医療・教育・リモートワークなど、今は場所を選ば
ず働ける時代。
•サーファーの価値観に寄り添う街づくりができれば、
海好きの人々が下田に集まる。
•下田は美しい海・自然・人の温かさという強みを持
ち、街の課題解決の可能性も広がる。
•「下田が大好き」という仲間とともに、新しい未来
をつくっていこう。
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